



The Consultaion and counseling Process of School Counselor between 
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                       うまくいかない場合  －ムなど興味のある活動を 
本人の取組み                     行う。           【今後の展望】 
現 
状   ・どのような生き方を   ・日記や学習の取組み  ・外出訓練を試みる     より具体的な 
を   したいのか考える。    ・家族以外の人と会話  成功や失敗を繰り返     社会参加活動 
変   ・今の自分にできること  をする。・今の自分に  しながらできることを  
え   を知る・規則正しい生活  できることを実行する  行う。満足感や自信を    学校の担任・ 
た   や学習またはやりたいこ  （犬の世話など）    もつ            養護教員など 
い   とを考える                                  の面会 
と                               うまくいかない場合      
 い             家族間のコミュニケーションを図る             学校の相談室 
う   家族の取組み                      ・当事者のできることを   や保健室へ登 
気                               再整理・カウンセリング   校する 
持   ・当事者の現状を理解し  ・当事者と会話（挨拶                 
ち   気持ちを整理する     ｿｰｼｬﾙｽｷﾙなど）試みる   焦らず・見守る      支援機関を 
が   ・情報提供・当事者に対  ・食事や宿題を一諸に   支援を行う        選択し行動 
あ   する自分の気持ちを考え  行う・情報の共有                  する 





【初回の支援の組み立て】 【家庭訪問による支援】      【ステップアップ訓練】 
ひきこもりの経過および段階ごと  宿題やプリント，プログラムの提  外出訓練，単独行動訓練，相談室 
の特徴と対応する支援計画     供・相談。現実受容の支援とカウ 登校や支援機関の相談・支援 
当事者／家族のインテーク     ンセリング・自己選択の支援・環  【今後の支援】 
来談型／家庭訪問による支援 境確認と調整           長期化防止の為，支援機関と連携 
                  【家族へのアプローチ】 
                  現実受容の支援とカウンセリング 
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